







































































































































































































































« cabinet » という語を思わせる内側のある空間を持つ共通点が見られた。第３号、第４号の戯曲「財














　第２章では « fin » と « finesse » の二語をキーワードに、哲学者が語る考察部分を対象とした。第２
号からは、善の感化はものを見抜く鋭さ « finesse » を身につける果てしない（« sans fin » な）歩みで
あるというテーマが見いだされた。« finesse » には第５号に描かれる「策略」という負の意味もあった
が、この「策略」こそは善の感化によって放棄するべきものであり、真実を精神に伝える心の役割が述
べられる第３号からは、鋭さを得る旅における心の重要性と、負の « finesse » を捨てる過程の必然性
が読み取れた。これに対する対立項として、第６号にラ・ロシュフーコーの引用という形で描かれる精
神を惑わす心があるが、負の感化には負の « finesse » の助長と、第５号の恋人同士の実例のように、
堕落をもたらす心の段階があると考えられた。
　負の « finesse » の放棄は、『哲学者の書斎』全体を通して著者マリヴォーが試みたことでもあったよ
うだ。未完 « sans fin » でありながら、自らの「鋭敏な」« fin » 表現を単純化するという読者への媚び
としての負の « finesse » を取ることをしないマリヴォーの筆の進め方には、才知としての真の

































　それでは、本論文第２章でキーワードとした、« fin »、« finesse » という言葉は『マリアンヌの生涯』
との関連性においてはどのように考えられるだろうか。マリアンヌは物語の前半でクリマルから上品
« fin » な服を贈られるが、それは、証拠がないものの信じている自身の繊細 « fin » で高貴な生まれを
表現してくれる可能性によって彼女を惹き付ける。負の感化の象徴であるこの服を身につけたマリアン
ヌは、「財産／幸運への道」でも取り上げられた問題である「良心の咎め」を押さえ込む策略








アンヌは策略という負の « finesse » を捨てることで「繊細な」« fin » 生まれを証明し、青年は繊細さ




ヴォー自身の負の « finesse » に頼らず真に「鋭敏な」« fin » に真実を描こうとした試みが見られる。
そして、心 « cœur » にとって面白い『マリアンヌの生涯』の魅力に惹かれた読者には、精神 « esprit »
に考えさせる『哲学者の書斎』という作品が用意されている。読者自身も、読書体験を通して善の感化
を経験出来るのだ。二つの未完の作品には、『哲学者の書斎』第３号に描かれるように、描かれた真実
が心を通じて読者の精神に達するところにその完成があるのである。
